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計画の実現には、“市民・企業”と“交通事業者”の『連携・協力』が不可欠です。

『成長から成熟へ』の転換期を迎え、より効果的・効率的な交通施策の展開が必要です。

札幌市の交通に関する各種個別計画等の“指針”となる計画を策定します。

　これまでの札幌市は、人口増加と市街地の拡大に伴い、道路や地下鉄など交通網も拡大と充実が図られてきました。
　しかし、札幌市の人口増加は数年後にはピークを迎え、以後は人口減少と少子高齢化の進展が予測されており、さらには
経済成長の鈍化および札幌市の財政状況、地球環境問題の深刻化などの様々な課題に直面しています。
　このように、厳しい時代潮流の中にあっても、都市機能の持続的発展・成長を目指した『まちづくり』が求められている
ことから、各種まちづくり計画等と連携を図りながら、より効果的・効率的な交通施策の展開が必要となっています。

　計画の推進には行政機関だけではなく、交通の
利用主体となる市民・企業や、交通サービスを提供
する交通事業者の連携・協力が必要です。
　これら各主体が、現状の課題や果たす役割につ
いて「共通認識」を持ち、目標を達成するために一
緒に取り組んでいく必要があります。

　『札幌市総合交通計画』は、札幌市を取り巻く
様々な課題に対応した将来交通計画であるととも
に、より効果的・効率的に事業展開が図れるよう各
種交通施策を体系化（パッケージ化）した総合的な
都市交通計画であり、札幌市の交通に関する各種
個別計画等の“指針”となる計画です。



計画の実現には、“市民・企業”と“交通事業者”の『連携・協力』が不可欠です。

　バスの総走行距離はほとんど変わらないのに、30年間で
バスの乗客はほぼ半減しています。
　営業効率が急激に悪化する中、バス事業の経営は厳しい
状況にあり、このまま悪化傾向が続くと、バス路線の維持が
困難となる可能性があります。

 　今後、交通事業者や行政機関の取り組みだけでは『生活

の足』を確保することが困難となる可能性があります。

　利用主体である市民の皆さんと、課題や目標などを

共有し、一緒に取り組んでいくことが必要です。

『成長から成熟へ』の転換期を迎え、より効果的・効率的な交通施策の展開が必要です。

札幌市の交通に関する各種個別計画等の“指針”となる計画を策定します。

車を利用できない人にも配慮した『生活の足の確保』が必要です。

　これまでの札幌市は、人口増加と市街地の拡大に伴い、道路や地下鉄など交通網も拡大と充実が図られてきました。
　しかし、札幌市の人口増加は数年後にはピークを迎え、以後は人口減少と少子高齢化の進展が予測されており、さらには
経済成長の鈍化および札幌市の財政状況、地球環境問題の深刻化などの様々な課題に直面しています。
　このように、厳しい時代潮流の中にあっても、都市機能の持続的発展・成長を目指した『まちづくり』が求められている
ことから、各種まちづくり計画等と連携を図りながら、より効果的・効率的な交通施策の展開が必要となっています。

　計画の推進には行政機関だけではなく、交通の
利用主体となる市民・企業や、交通サービスを提供
する交通事業者の連携・協力が必要です。
　これら各主体が、現状の課題や果たす役割につ
いて「共通認識」を持ち、目標を達成するために一
緒に取り組んでいく必要があります。

　『札幌市総合交通計画』は、札幌市を取り巻く
様々な課題に対応した将来交通計画であるととも
に、より効果的・効率的に事業展開が図れるよう各
種交通施策を体系化（パッケージ化）した総合的な
都市交通計画であり、札幌市の交通に関する各種
個別計画等の“指針”となる計画です。

（※1）交通量（台）と走行距離（㎞）を乗じたもの。自動車の延べ運行距離のこと。

バスの1日あたりの平均乗車人数と走行台㎞（※1）

公共交通利用者数の推移　札幌市内 機関別日平均乗車人員
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　札幌の都心は、道都・札幌の中心であり、道内外、さらには国外からも多くの人が集い、活動する場です。そのため、市民や
来街者にとって都心は、札幌の魅力を象徴するものであり、商業・文化・芸術などの都市の生活の魅力を最もよく享受できる
場でなければなりません。
　しかし、近年では都心に訪れる人は減少しており、都心の魅力と求心力の低下が懸念されます。

『都心の魅力と賑わいを支える交通』が必要です。

生活拠点（※2）を中心とした『安心・安全な交通環境』が必要です。

　札幌市は各区に生活拠点を配した『多中心核構造』による『歩いて暮らせるまちづくり』を目指しています。そのために
は、歩道のバリアフリー化、冬期路面管理（除排雪・つるつる路面対策）、駅周辺の駐輪場対策や自転車走行空間の明確化
など多くの課題が残されています。

平日1日当たりの都心での発着人数（のべ人数） 市区町間の動きが減少した方向 （1994年と2006年の比較）

生活関連経路（※3）の歩道整備状況

地下鉄･JR駅周辺の駐輪台数と施設の容量

（※2）通勤・通学・日用品の買い物など日常生活を送る上での主要な目的地となる場所のことであり、広域交流拠点、地域中心核を指す。  （※3）生活関連施設（高齢者、障がい者等
が日常生活又は社会生活において利用する旅客施設、官公庁施設、福祉施設その他の施設）相互間の経路。  （※4）バリアフリー化に関する事業を重点的、一体的に実施すること
を目指すために、地域の核となる拠点や乗降客数が5000人/日以上のJR・地下鉄駅を中心に指定した地区  （※5）発生量（あるゾーンを起点とするトリップ（移動）の合計量）と集
中量（あるゾーンへ終点するトリップの合計量）の総和。単位はトリップエンド。　

現状

整備後イメージ整備後イメージ



　地球温暖化問題を意識して、公共交通など地球
環境にやさしい交通手段を最大限利用すること
が必要です。
　さっそく今日から、自動車利用のことを見直して
みませんか？

人・物の集積地に見合った『速くて安定した交通』が必要です。

『環境対策』と『自動車利用の見直し』が必要です。

　札幌は、観光・医療・物流などで人・物が行き交う北海道の中心都市です。
　しかし、空港・港湾・高速道路などのアクセス性が低くなる冬場は、移動の
所要時間が増すなどの課題があり、競争力の低下や経済活動に影響を及ぼす
可能性があります。

　地球温暖化防止に向け、二酸化炭素排出量の削減が求められています。札幌市では、運輸部門（主に自動車）からの二酸
化炭素排出割合が多い傾向があります。
　また、近場であっても安易に自動車を利用する傾向が強まっています。今後は地球環境に配慮して自動車利用を見直す
必要があります。

医療（入院）観　光 物　流

自動車移動の所要時間分布の推移（道央都市圏（※6）） 部門別の二酸化炭素排出量

（※6）札幌市を中心とする交通面での繋がりが強い地域として、札幌市、小樽市、江別市、北広島市、恵庭市、千歳市、石狩市、当別町、南幌町、長沼町の７市３町を指す。
（※7）人がある目的を持って、ある地点からある地点へと移動する単位をトリップという。



“計画理念”の考え方

　札幌市はこれまで、人口が増加すると共に都市の規模を拡大してきました。
　しかしながら、経済成長の鈍化、地球環境問題の深刻化など様々な課題に直面しており、特に、近い将来、全国的
にもかつて経験したことがない本格的な人口減少・超高齢社会の到来が予測され、札幌市においても同様の予測が
されています。
　こうした時代潮流の大転換期を迎えるにあたり、地域の特徴的な資源・特性を活かして、人口減少下においても都
市機能の持続的発展・成長を目指したまちづくりが求められています。
　札幌市総合交通計画においては、将来都市像の実現を交通の面から支えるために、「暮らし」、「活力」、「環境」の
３つの視点を重視する中で、「公共交通と自動車」、「整備と活用」、「行政、市民・企業、交通事業者の役割」といっ
た３つのバランスを考慮した都市交通を目指し“計画理念”を設定しました。



人口増加に伴う交通需要に対応する
ため、地下鉄を基軸として、道路ネット
ワークが都市圏内を有機的に結ぶ交
通体系の整備を進めてきました。その
結果、交通基盤の骨格構造は、これか
らの都市活動を支えるうえで、大幅な
拡充は要しない水準に達しています。

歩行者・自転車・自動車などが安全で快適に利用できる道路
ネットワークの維持・充実を進めるとともに、かしこい自動車
利用などにより、“適切な自動車交通”を実現します。

札幌市の『交通体系』

“公共交通に対する意識の醸成”や、利用者の利便性向上等
の“質的レベルアップ”を図ります。

広域的な交通にかかわる“安定的で利用しやすいネット
ワークの確立”を図ります。
歩行者が安心・安全に移動、集うことができる空間形成、
既存公共交通の有効活用、都心を通過する交通の排除など
により、“都心の活性化に寄与する都心交通”を目指します。



公共交通の利用促進等による自動車利用の
適正化や交通の円滑化を図ります。

（※8）複数あるいは異種の交通機関の乗り換え場所。駅前広場やバスターミナルなど。  （※9）地震直後から発生する緊急輸送を円滑かつ確実に行うため、高速自動車国道、一般
国道及びこれらを連絡する幹線的な道路並びにこれらの道路と知事が指定する防災拠点を相互に連絡する道路。  （※10）渋滞や環境、あるいは個人の健康等の問題に配慮して、
過度に自動車に頼る状態から公共交通や自転車などを『かしこく』使う方向へと自発的に転換することを促す、一般の人々や様々な組織・地域を対象としたコミュニケーションを中
心とした持続的な一連の取り組み。

（※9）

（※10）

生活拠点周辺における安心・安全な交通環境の
向上を図ります。

安心・安全な都心交通環境の向上、市内各地や
道内外との “人”や “ 物 ”の流れの円滑化を
図ります。

利便性の高い交通サービスの提供を図ります。

道内各地や空港、港湾施設とのアクセス性向上等
を図ります。



丘珠空港の道内航空ネットワークの
拠点としての機能の維持・強化を進
めます。

～10年間に行う交通施策等の組み合わせ（パッケージ）～

●道内航空網の拠点としての利用促進と
利便性向上

タッチパネルによる公共交通機関の時刻表案内（札幌駅前通地下歩行空間）

（※8）

（注）上記については、代表的な交通施策・事業を例示しています。



（※11）シーニックバイウェイ北海道は、地域と行政が連携し、地域発案のもと、地域資源の保全・改善により「美しい景観」「活力ある地域」「魅力ある観光空間」づくりを推進するもの。
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～10年間に行う交通施策等の一覧表～
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地下鉄全線ホーム柵設置

丘珠空港ビル内のイベント開催

苗穂駅の移転と道路などの
公共施設整備を検討します

路面電車のループ化・延伸
を検討します

札幌駅交流拠点再整備を
検討します

低床車両の導入を行います

骨格公共交通網

（※12）統計データに基づいて一定の基準により都市的地域を定めたもの。国勢調査の調査区を基礎単位とし、 1) 原則として人口密度が4,000人/km2以上の連続した調査区
2) 調査区集合の人口が合計5,000人以上などを基準としています。

（※12）

えきバスナビの利便性向上

ICカードの相互利用など利便性向上

路面電車の低床車両導入



橋梁補修 地下通路のイベント活用

骨格道路網

歩道のバリアフリー化 凍結防止剤の夕方散布自転車走行空間の明確化

トンネルを新設します（こばやし峠）



　交通サービスを提供する交通事業者は、
札幌市総合交通計画の実現を担う重要な
主役です。
　誰もが安心・快適に利用できる公共交通
の実現を目指し、利便性の高い公共交通
サービスの提供を行う必要があります。

協働の取り組み

モニタリング指標・目標

　市民の暮らし、地域経済、環境の保
護という公益の実現に向け、長期的
視点に立った計画を立案し、市民や
交通事業者と共有するとともに、市民
・企業、交通事業者と協力して計画を
実現することが必要です。

　交通行動の実際の主体となる
のは、市民一人一人や個々の企業
です。「公共交通の維持」や「地球
温暖化対策」など、社会の一員と
して自らの行動が社会全体の利
益につながるという高い意識を
もって行動する必要があります。

　計画の推進には行政機関だけではな
く、交通行動の主体となる市民・企業
や、交通サービスを提供する交通事業者
の協力が必要です。

（※13）バリアフリー化に関する事業を重点的、一体的に実施することを目指すために、地域の核となる拠点や乗降客数が5000人/日以上のJR・地下鉄駅を中心に指定した地区。

（※13）

　施策パッケージごとに、以下に示すモニタリング指標で施策の効果を検証しながら、目標の実現を目指していきます。



進 行 管 理

策定委員会（学識者、市民、関係団体、交通事業者、関係行政機関）

行政機関、交通事業者、市民が協働して取り組みを推進

札幌市が調査

必要に応じて、学識者と計画見直しの検討

札幌市、関係行政機関、交通事業者

　計画策定後も定期的に進捗状況や効果検証を行い、状況に応じて計画の見直しを行います。（PDCAサイクル）

市民や関係機関等による策定委員会で計画
づくりを行います。

行政機関、市民・企業、交通事業者が連携・
分担して施策を実施します。

施策パッケージに対応した指標で効果検証し、
社会情勢等も踏まえて、計画の評価を行います。

効果検証や評価を踏まえて、必要に応じて
計画の見直しを行います。



さっぽろ市
02-C02-11-1650

23-2-196

〒060-8611  札幌市中央区北１条西２丁目
TEL.（011）211-2275　FAX.（011）218-5114
E-mail  : sogokotsu1@city.sapporo.jp
U R L : http://www.city.sapporo.jp/sogokotsu/index/sogo.html
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